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事務事業評価シート 対象事業年度 令和 5 年度 コード

コスト

事務事業名 脱炭素化の取組の推進 継続 維持 維持

重施04事01

政策名 環境にやさしく、夢・うるおい・にぎわいのある親しまれる港づくり 4年度事業・施策評価結果
責任者

企画調整室
環境担当課長施策名 港湾活動のグリーン化 成果

連絡先 052-654-7892

目的

対象（誰・何を） 本組合施設で使用するエネルギー

意図（どういう
状態にしたいか） 脱炭素化を図り、地球温暖化の抑制を目指す。

連携課

事業
期間

令和元年度～

概要 再生可能エネルギーの導入や、省エネルギー施策として照明設備のLED化を推進する。

根拠
法令等

実施義務   　　 有       無

関連
シート

令和5年度に実施した
内容･結果

名古屋港水族館の一部エリア（北館・南館の観覧エリア、外構等）のLED化を行った。

達成度 成果目標の説明・目標値の考え方

コスト 単位 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 備考（費用の増減理由等）

千円 33,190 9,174 9,000 4,500 3,185

0

人件費 千円 15,596 9,174 9,000 4,500

- -

事業費 千円 17,594 0 0 0

5年度

3,185

合計

事業進捗状況(5年間) 順調　・　やや遅れ　・　遅れ

外部要因

目標 1 2 3 -

成果目標名 元年度 2年度 3年度 4年度

新たな再生可能エネル
ギーの導入に向けた進捗

状況

以下の項目のうち完了した工程数
①導入手法の選定
②本庁舎・港湾会館の再エネ電気調達開始
③その他施設における再エネ電気の調達開始
（令和3年度完了）【進行管理型】

-

達成
実績 1 2 3

照明設備のLED化の進捗
状況

1 2 3 3

事業進捗状況(5年間) 順調　・　やや遅れ　・　遅れ

3

4

未達成
3目標 1 2 3

実績

最小のコストとなっているか？ ○ コストが最小となるよう、先進事例を活用しながら検討・調整を進めた。

○

【進行管理型】

有
効
性

事務事業の目的は、施策達成に貢献するか？ ○ 「地球温暖化対策推進に関する法律」の改正により、2050年脱炭素社会の実現を目指すこととなった。本組合の再
生可能エネルギーの調達や省エネルギー化は、脱炭素社会の実現に貢献する。
施設の状況により遅れが生じているものの、LED化が可能な施設より順次に更新を進めている。期待どおりの成果が得られているか？ △

5年度までの達成状況に関する説明
（要因・課題）

新たな再生可能エネルギーの導入については目標通り進めることができた。
照明設備のLED化については令和3年度から着手しているが、建物の改修計画等の理由により他施設への拡大には至って
いない状況である。

必要性・有効性・効率性の検証 評価 評価に関する説明

必
要
性

本組合が関与し、どうしてもやらなければならない事
業か？ ○ 本組合においては、名古屋港管理組合地球温暖化対策実行計画の中で温室効果ガス排出量削減を目指しており、

その目標達成のための施策の推進が必要である。事業規模や対象範囲は利用者ニーズや社会環境に
あっているか？

以下の項目のうち完了した工程数
①効果の検証、整備手法等の検討
②全体計画の策定
③LED化の着手
④他施設への拡大

施策評価結果

6年度以降の方向性
判断理由

成果 コスト

照明設備のLED化に向けては、各施設の管理担当部署と調整を進めていく必
要がある。

施設の状況を踏まえ、適切な時期にLED化を進めるよう、管理担当部
署と調整を進めていく。

継続
維持 維持

目的を達成するための事業の必要性に中期経営計画策定時から変化
がないため。取組および資源（財・人）の投入は妥当である。現状を

維持する。

今後の課題等 6年度以降の取組


